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年頭のごあいさつ

迎春
町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
新
春
を
健
や
か

に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ま
と
そ
の
ご
家
族
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
の
震
災
の
被
害
額
は
自
然
災
害
と
し
て
は
過
去

最
大
級
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
原
発
事
故
の
発
生
に
よ
る
今

後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
見
直
し
、
環
境
汚
染
の
懸
念
、
風

評
被
害
の
拡
大
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
の
影
響
が
心
配
さ

れ
ま
す
。

世
界
で
は
欧
州
財
政
危
機
の
衝
撃
が
欧
州
の
み
な
ら
ず
世

界
全
体
に
不
安
を
広
げ
、
タ
イ
の
洪
水
被
害
な
ど
各
国
の
自

然
災
害
が
日
本
経
済
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
緩
や

か
に
持
ち
直
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
の
景
気
判
断
は
予
断
を
許

さ
な
い
厳
し
い
状
況
で
す
。

国
政
で
は
「
地
方
主
権
改
革
」、「
格
差
是
正
」
に
つ
い
て

大
き
な
進
展
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
町
政
に
お
い
て
は
少
子

高
齢
化
の
進
行
に
対
応
し
た
医
療
、
保
険
、
福
祉
政
策
の
推

進
、
自
然
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
開
発
誘
導
と
住
環
境
の
整

備
、
観
光
客
誘
致
施
策
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

発
生
率
の
高
い
東
海
地
震
対
策
と
し
て
は
、
東
日
本
大
震

災
の
教
訓
か
ら
町
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
自
分
の
身
を
守
る

「
自
助
」
の
力
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。「
安
全
第
一

の
迅
速
な
避
難
」、「
必
要
物
資
の
備
え
」
な
ど
、
初
歩
的
な

対
策
事
項
を
確
実
に
行
う
こ
と
が
生
存
を
大
き
く
左
右
す
る

こ
と
を
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

ま
た
、
地
域
社
会
活
性
化
対
策
と
し
て
は
、
町
内
全
域
を

対
象
と
し
た
光
通
信
を
整
備
し
各
種
産
業
や
教
育
の
環
境
整

備
、
地
域
情
報
交
換
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
確
立
し

て
い
く
こ
と
が
有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す
。

町
の
財
政
は
依
然
厳
し
い
状
況
で
す
が
、
与
え
ら
れ
た
課

題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
本
年
は
総
合
計
画
を
基
本
と
し
た

実
施
計
画
の
中
で
、
問
題
解
決
に
向
け
て
迅
速
・
確
実
に
実

行
す
る
年
と
定
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
健
や
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
「
明
日
の
夢
を
実
現
で
き
る
希
望
に
満
ち
た
町
づ

く
り
」
に
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
の
一
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ
て
笑
い
の
多
い
素
晴
ら
し
い

年
と
な
る
こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
平
成

年
の
清
々
し
い
新
春
を
健

２４

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
中
は
、
町
政
各
般
に
わ
た
り
深
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所
に
よ
る
未
曾
有
の
大
災
害
、
台
風
や
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害
な
ど
、
国
内
各
地
で
災
害
被
害
が
相
次
ぎ
ま

し
た
。

日
本
経
済
は
、
長
引
く
デ
フ
レ
、
超
円
高
、
綻
び
を
見
せ

ほ
こ
ろ

始
め
た
社
会
保
障
制
度
な
ど
従
来
か
ら
の
問
題
に
加
え
て
、

震
災
、
原
発
事
故
、
東
南
ア
ジ
ア
の
洪
水
な
ど
新
た
な
課
題

が
山
積
し
戦
後
最
大
の
危
機
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
と
り

わ
け
震
災
の
復
興
と
原
発
事
故
の
早
期
終
息
が
当
面
の
重
要

課
題
で
あ
り
ま
す
。

当
町
で
は
、「
人
と
地
域
、
自
然
と
文
化

供
夢
あ
ふ
れ
る

ま
ち

河
津
僑
」
を
町
の
将
来
像
に
設
定
し
た
第
４
次
総
合

計
画
を
昨
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
私
の
政
治
姿
勢
で
あ

る
「
共
生
」「
共
創
」「
共
働
」
の
精
神
で
「
一
人
ひ
と
り
が

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」、「
豊
か
な
心
身
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」、

「
地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
」、「
豊
か
で
快
適
な

ま
ち
づ
く
り
」、「
町
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
５
つ
の
基

本
施
策
に
基
づ
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
、
町
民
の
皆
さ
ま
と
一

緒
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
年
は
、
下
田
市
に
共
立
病
院
で
あ
る
「
下
田
メ
デ
ィ
カ

ル
セ
ン
タ
ー
」
が
、
当
町
に
は
公
益
社
団
法
人
地
域
医
療
振

興
協
会
の
運
営
に
よ
る
「
伊
豆
今
井
浜
病
院
」
と
新
た
な

「
上
河
津
診
療
所
」
が
開
院
・
開
所
し
ま
す
。
医
療
の
充
実

は
、
医
療
過
疎
と
言
わ
れ
る
当
地
域
に
と
っ
て
は
大
変
喜
ば

し
い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
後
も
医
療
・
福
祉
・
子
育
て
支
援
の
充
実
と
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
り
、「
安
心
・
安
全
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
し

ま
し
て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

河
津
町
議
会
議
長

土
屋
粂
太
郎

河
津
町
長

相
馬

宏
行

夢
を
実
現
で
き
る
希
望
に
満
ち
た
町
へ

偐
夢
あ
ふ
れ
る
ま
ち
・
河
津
做
を
目
指
し
て



５

平
成

年
１
月
１
日
現
在
、
河

２４

津
町
に
住
所
が
あ
り
次
に
該
当
す

る
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

・
平
成

年
中
に
所
得
が
あ
っ
た

２３

人
・
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け

て
い
る
人

・
給
与
以
外
の
所
得
が
年
間

万
２０

円
を
超
え
る
人

・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
給
与
の
年
収

が
２
千
万
円
を
超
え
る
人

・
事
業
を
し
て
い
る
人
、
地
代
や

家
賃
収
入
の
あ
る
人

・
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
人

申
告
が
必
要
で
す
。
申
告
に
よ

り
町
県
民
税
が
減
額
さ
れ
所
得
税

が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

寡
婦
や
障
が
い
者
の
人
は
町
県
民

税
が
非
課
税
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

申
告
が
必
要
で
す
。
扶
養
者
と

別
世
帯
に
な
っ
て
い
る
被
扶
養
者

は
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除
に
必
要
な
領
収
書

や
申
告
資
料
は
、
事
前
に
整
理
・

集
計
し
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

短
時
間
に
多
く
の
申
告
を
受
け
付

け
る
た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。社

会
保
険
料
控
除
の
資
料
に
な

る
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
な
ど
の
納

付
確
認
書
は
、
役
場
町
民
生
活
課

税
務
係
②
番
の
窓
口
で
無
料
で
発

行
し
ま
す
。

譲
渡
所
得
や
贈
与
税
、
平
成
２３

年
中
に
入
居
し
た
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
の
申
告
・
相
談
は
ベ
イ

ス
テ
ー
ジ
下
田
の
確
定
申
告
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
で
、
自
宅
な
ど

の
パ
ソ
コ
ン
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
確
定
申
告

が
で
き
ま
す
。

名
古
屋
国
税
局
で
は
、
ｅ－

Ｔ
ａ
ｘ
の
利
用
方
法
な
ど
を
メ
ー

ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
配
信

を
希
望
す
る
人
は
次
の
ア
ド
レ

ス
宛
に
メ
ー
ル
を
送
信
し
て
登

録
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

e
-t
a
x
@
n
a
g
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t
a
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o
.jp

件
名
の
入
力
は
不
要
で
す
。

本
文
に
名
前
・
住
所
を
入
力
し

て
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。
携
帯

電
話
の
ア
ド
レ
ス
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

税
務
署
は
年
金
受
給
者
を
対

象
に
確
定
申
告
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
た

申
告
書
の
作
成
指
導
な
ど
を
行

い
ま
す
。
申
告
期
間
中
は
会
場

が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
年
金
収
入
の
ほ
か
に
事
業

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

申
告

e－ イ
ー

T
a
x

タ
ッ
ク
ス

住民税と
所得税の申告の
時期です。
２月１６日～３月１５日
問い合わせ
町民生活課 税務係 緯３４－１９２８

申
告
が
必
要
な
人

平
成

年
分
の
住
民
税
の
申
告
と
所
得
税
の
確
定
申
告
が
２
月

２３

日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
申
告
を
し
な
い
と
、
国
民
健
康
保
険
税

１６の
軽
減
を
受
け
ら
れ
な
い
、所
得
証
明
書
を
発
行
で
き
な
い
な
ど
、

不
利
益
が
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
忘
れ
ず
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
期
限
は
３
月

日
で
す
。

１５

所
得
や
不
動
産
所
得
が
あ
る
人

は
上
記
の
確
定
申
告
会
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

日

時

２
月
６
日
（
月
）

時
～

時

分

時

分

１０

１１

３０

１３

３０

～

時

分
（
好
き
な
時
間
に

１５

３０

お
越
し
く
だ
さ
い
）

場

所

河
津
町
役
場

第
２

会
議
室

持
参
す
る
も
の

①
平
成

年
分
の
公
的
年
金
な

２３

ど
の
源
泉
徴
収
票

②
各
種
控
除
の
証
明
書
・
領
収

書
③
印
鑑
、
電
卓
、
筆
記
用
具
、

金
融
機
関
の
預
貯
金
口
座
が

わ
か
る
も
の
（
申
告
者
名
義

の
も
の
）

④
次
の
イ
ま
た
は
ロ
の
書
類

イ
「
平
成

年
分
所
得
税
・
消

２３

費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
ハ

ガ
キ
ま
た
は
封
書

（
利
用
者

識
別
番
号
を
持
参
す
る
と
申

告
書
の
作
成
が
ス
ム
ー
ズ
で

す
）

ロ
平
成

年
分
の
所
得
税
の
確

２３

定
申
告
書
（
税
務
署
か
ら
送

付
さ
れ
た
も
の
、
当
日
ま
で

に
届
か
な
い
人
は
会
場
で
準

備
し
ま
す
）

問

下
田
税
務
署

緯
（
２
２
）
０
１
８
５

申
告
資
料
は

事
前
に
ま
と
め
て

年
金
受
給
者
向
け
の

確
定
申
告
説
明
会

住民税の申告受付

４

収
入
が
年
金
だ
け
の
人

無
所
得
、
扶
養
に
な
っ
て
い

る
人
（
被
扶
養
者
）

受付時間など３月２月

会 場 ９７１２８２７２２２１６

金水木火月水火月

○◎☆河津町役場 第２会議室

○◎◎◎○東伊豆町役場

２月１６日(木)～３月１５日(木)

土・日を除く毎日
ベイステージ下田２階

９：００～１７：００
e‐Taxによる申告相談を行います。
利用者識別番号・暗証番号がわかる
人は持参してください。

９：３０～１１：３０ １３：００～１５：３０
◎…税理士による無料税務相談
も行います。

☆…年金相談のみ

税務署による確定申告受付・相談

各地区の受付日には役場で申告手続きをすることはできません。記入済み申告書の提出のみ受け付けます。

受付時間対象地区会 場曜日月

９：３０～１６：００全地区役場 第２会議室

木１６２
金１７

月２０

火２１

９：３０～１４：００
下佐ヶ野・天川・湯ヶ野・小鍋

基幹集落センター水２２

９：３０～１４：００下佐ヶ野コミュニティ消防防災センター木２３

９：００～１１：３０
大鍋・梨本・川横・泉奥原

奥原公民館
金２４

１３：００～１５：３０大鍋多目的集会施設

９：３０～１４：００見高入谷・見高浜・長野見高公民館月２７

９：３０～１５：３０全地区役場 第１会議室火２８

９：３０～１６：００全地区役場 第２会議室
水２９

木１３
９：００～１１：３０

筏場・大堰・上佐ヶ野
上佐ヶ野公民館

金２
１３：００～１５：３０筏場かっせい会館

９：３０～１４：００見高入谷・見高浜・長野見高入谷農村会館月５

９：３０～１２：００縄地縄地公民館火６

９：００～１１：３０
梨本・川横・泉奥原

梨本コミュニティセンター
水７

１３：００～１５：３０川横婦人・若者等活動促進施設

９：３０～１２：００逆川逆川公民館木８

９：３０～１５：３０全地区役場 第１会議室金９

９：３０～１６：００全地区役場 第２会議室
月
～
木

～
１２

１５



７

全
国
の
中
学
生
を
対
象
に
し
た
「
税

に
つ
い
て
の
作
文
」（
全
国
納
税
貯
蓄
組

合
連
合
会
、
国
税
庁
共
催
）
で
、
河
津

中
３
年
の
山
本
美
彩
子
さ
ん
＝
田
中
＝

み

さ

こ

が
国
税
庁
長
官
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

コ
ン
テ
ス
ト
は
、
次
世
代
を
担
う
中

学
生
に
税
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
毎
年
開
催
。

回
目
の
今
回
、
全

４５

国
７
１
０
５
校
か
ら

万
編
を
超
え
る

５６

応
募
が
あ
り
、
同
賞
に
は

編
が
選
ば

４０

れ
ま
し
た
。
山
本
さ
ん
は
、
身
近
に
見

た
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
活
動
か
ら
税
金
の

使
わ
れ
方
に
興
味
を
持
ち
「
命
と
暮
ら

し
を
守
る
税
の
大
切
さ
」
と
題
し
応
募

し
ま
し
た
。

【
そ
の
ほ
か
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
】

下
田
税
務
署
長
賞

遠
藤
美
沙
紀
さ
ん

（
河
津
中
３
年
・
浜
）
▽
静
岡
県
下
田

財
務
事
務
所
長
賞

相
馬
有
希
さ
ん

（
河
津
中
３
年
・
下
佐
ヶ
野
）
▽
伊
豆

下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
佳
作

鈴

木
裕
貴
さ
ん
（
河
津
中
３
年
・
浜
）

税の作文で国税庁長官賞
河津中３年山本美彩子さん

県
道
下
佐
ヶ
野
谷
津
線
田
中
バ
イ
パ

ス
の
新
橋
「
か
わ
づ
い
で
ゆ
橋
」
が
完

成
し
、

月

日
、
役
場
内
で
命
名
者

１２

１９

の
土
屋
一
雄
さ
ん
＝
田
中
＝
に
感
謝
状

と
記
念
品
の
レ
プ
リ
カ
（
文
鎮
）
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
新
橋
の
名
称
は
、
８
月

日
の
選
考
会
で
公
募
で
寄
せ
ら
れ
た

１９
点
の
中
か
ら
土
屋
さ
ん
の
「
か
わ
づ

５３い
で
ゆ
橋
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
橋
に
取
り
付
け
る
橋
銘
板

き
ょ
う

め
い

ば
ん

（
橋
の
名
称
を
記
し
刻
ん
だ
も
の
）は
、

学
区
内
に
橋
が
あ
る
南
小
学
校
６
年
の

竹
内
奎
人
く
ん
＝
上
峰
＝
と
土
屋
駿
介

け
い

と

く
ん
＝
浜
＝
が
毛
筆
で
書
い
た
文
字
が

刻
ま
れ
ま
し
た
。

月

日
、
施
工
業

１１

２２

者
か
ら
学
校
と
児
童
に
記
念
の
プ
レ
ー

ト
と
レ
プ
リ
カ
（
文
鎮
）
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

か
わ
づ
い
で
ゆ
橋
は
、
バ
イ
パ
ス
全

線
の
工
事
が
完
了
す
る
平
成

年
４
月

２５

か
ら
利
用
で
き
る
予
定
で
す
。

かわづいでゆ橋を命名
土屋さんに感謝状
橋銘板は南小の竹内くんと土屋くん

一
般
公
募
し
た
㈱
河
津
バ
ガ
テ
ル
公

園
の
専
務
取
締
役
に
、

月
１
日
付
け

１２

で
、
元
㈱
資
生
堂
の
寺
田
繁
雄
さ
ん
が

し
げ

お

就
任
し
ま
し
た
。
専
務
取
締
役
は
、
応

募
の
あ
っ
た

人
の
中
か
ら
書
面
選
考
、

６３

面
接
を
行
い

月

日
の
臨
時
株
主
総

１１

２５

会
お
よ
び
取
締
役
会
で
選
任
さ
れ
ま
し

た
。
寺
田
専
務
は
同
日
の
就
任
会
見
で
、

「
流
通
業
界
で
培
っ
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ

ウ
を
公
園
の
た
め
に
役
立
て
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
経
営
改
善
に
向
け
た
戦
略

を
早
急
に
打
ち
出
し
た
い
と
話
し
ま
し

た
。

【
略
歴
】
東
京
都
出
身

下
田
市
加
増

野
在
住

歳

慶
応
義
塾
大
学
経
済

６５

学
部
を
卒
業

昭
和

年
に
㈱
資
生
堂

４４

入
社
、
国
際
事
業
部
国
際
戦
略
室
課
長

を
経
て
平
成
３
年
に
子
会
社
の
ボ
ー
テ

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

ジ
ャ
ポ
ン
代
表
取
締
役
社
長
に
就
任
。

平
成

年
退
職
後
、
フ
ラ
ン
ス
物
産
輸

１３

入
販
売
業
を
開
始
（
現
在
休
業
中
）

専務取締役に寺田繁雄氏 河津バガテル公園

６

まちの話題

読
み
聞
か
せ
専
用
の
部
屋
が
完
成

１
月
か
ら
利
用
を
開
始
し
ま
す

町
立
文
化
の
家
図
書
館

ぐ
明
る
い
室
内
は
広
さ

・

㎡
、

４４

０９

隣
の
生
涯
学
習
室
と
ガ
ラ
ス
の
引

き
戸
で
つ
な
が
り
ま
す
。
床
に
は

カ
ー
ペ
ッ
ト
が
敷
か
れ
、
小
さ
な

子
ど
も
は
座
っ
て
読
み
聞
か
せ
が

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

今
ま
で
生
涯
学
習
室
で
開
催
し

て
い
た
「
お
は
な
し
会
」
は
、
１

月
か
ら
読
み
聞
か
せ
室
で
行
い
ま

す
。
お
は
な
し
会
の
日
程
は
「
図

書
館
だ
よ
り
」（

㌻
）
を
ご
覧
く

１１

だ
さ
い
。

【
読
み
聞
か
せ
室
の
使
い
方
】

利
用
手
続
き

利
用
申
込
用
紙
と
代
表
者
の
利

用
者
カ
ー
ド
を
図
書
館
受
付
カ
ウ

ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（
利
用
者
カ
ー
ド
が
な
い
人
は
申

込
用
紙
の
み
で
可
）

図
書
館
の
休
館
日
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。
使
用
時
間
は

時
か
ら

１０

時
ま
で
、
１
回
１
時
間
で
す
。

１６本
の
貸
し
出
し

館
内
に
あ
る
本
を
使
う
場
合
は

読
み
聞
か
せ
室
に
入
室
す
る
前
に

カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
出
処
理
を
し
て

く
だ
さ
い
。
読
み
聞
か
せ
室
に
あ

る
本
を
使
う
場
合
も
同
様
に
カ
ウ

ン
タ
ー
で
貸
出
処
理
を
し
て
く
だ

さ
い
。

注
意
事
項

・
飲
食
は
禁
止

・
本
棚
の
上
に
乗
ら
な
い
（
子
ど

も
を
乗
せ
な
い
）

・
照
明
の
切
り
忘
れ
に
注
意

・
コ
ン
セ
ン
ト
は
使
用
し
な
い

・
室
内
は
土
足
禁
止
（
靴
を
脱
い

で
所
定
の
場
所
に
置
い
て
入
室

す
る
こ
と
）

図
書
館
の
事
業
の
た
め
利
用
が

制
限
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

文
化
の
家
図
書
館

開
館
時
間

９
時
～

時
（
火
～

１８

金
）

９
時
～

時
（
土
・
日
）

１７

休
館
日

月
曜
・
月
末
・
祝
日

緯
（
３
４
）
１
１
１
５

①

②③

昨
年
９
月
か
ら
行
わ
れ
て
い
た

町
立
文
化
の
家
図
書
館
の
改
修
工

事
が
完
了
し
、
今
ま
で
屋
外
テ
ラ

ス
と
し
て
使
用
し
て
い
た
場
所
に

本
の
読
み
聞
か
せ
専
用
の
「
読
み

聞
か
せ
室
」が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。

大
き
な
窓
か
ら
光
が
降
り
そ
そ

①平成１５年４月に完成した町立文化の家図書館 ②読み聞かせ室の
入口 ③テラスの三角形をそのまま活かした読み聞かせ室、床に
カーペットを敷く予定です。

【文化の家図書館フロア案内】

下田税務署長から賞状を伝達される山本さん

㊤かわづいでゆ橋を命名した土屋さん（左） ㊦記念
品を手にする左から竹内くん、鈴木校長、土屋くん

ローズガーデンを歩く寺田専務。「河津バガテル
公園はパリの公園と比べてはるかに景観が良く、
心がやすらぐ大好きな場所」と話す



８

まちの
出来事

ZOOMINKAWAZU

伊豆見高入谷高原温泉で１１月２３日、紅葉

ふれあいまつりが開催されました。同施設

の日ごろの利用に感謝し、さらに多くの人

に温泉の良さを知ってもらうのが目的です。

地元の新鮮野菜や手作りの加工品が並んだ

即売コーナーでは、１０時の開始と同時に人

だかりができ田舎寿司やおこわが飛ぶよう

に売れていました。猪鍋や熱川高原フレッ

シュポークの試食も好評で、蒸したみかん

を入れたつきたてのみかん餅の試食には、

出来上がりを待つ長い行列ができました。

日ごろの利用に感謝
見高入谷高原紅葉ふれあいまつり

つきたてのみかん餅を待つ人たち

アユの塩焼きの無料サービスに並ぶ人たち

峰温泉大噴湯まつりが１１月２０日、同大噴湯公園で開

催されました。公園をオープンした平成２１年から毎年

開催され、今年で３回目です。オープニングで地上３０㍍

に達する大噴湯の噴き上げを披露、伊勢エビが入った

大噴湯鍋や天然のアユの塩焼き、名物大噴湯たまごを

無料で観光客に振る舞いました。また、子どもたちの

峰龍太鼓の演奏が会場を盛り上げました。
ほうりゅうだい こ

地上30㍍の噴き上げ披露
峰温泉大噴湯まつり

観光客一人一人に猪鍋を手渡す伊豆の踊子

河津七滝猪まつりが１１月２２日、河津七滝観光セン

ター駐車場で開催されました。落石の影響で七滝遊歩

道が一部通行止めになり、例年行っていた初景滝から

会場を変更して開催しました。山伏姿の観光協会員や

伊豆の踊子が猪鍋や滝酒を１杯１００円でサービスし、多

くの観光客でにぎわいました。また「いい夫婦の日」

にちなみ夫婦で訪れた客に無料でサービスしました。

伊豆の踊子が猪鍋サービス
河津七滝猪まつり

「第二のふるさと、河津」を発表した東小学校６年、植田裕介くん

第１０回町青少年の主張大会は１１月２７日、役場ふれあ

いホールで行われました。明日を担う青少年が家庭や

学校を通して日ごろ考えていることや思っていること

を発表するもので、小学生から高校生まで代表８人が

出場しました。題材は自然の素晴らしさや世界の格差

など幅広く、人としてのあり方や生き方を素直に訴え

かける内容に会場から大きな拍手が送られました。

代表８人が自分の思い語る
青少年の主張大会

ジオサイト候補の佐ヶ野渓谷遊歩道を歩く参加者

踊子の道ジオサイトウォーク（第１５回伊豆の踊り子

ウォーキング）が１１月２７日に町内で行われ、１５５人が参

加しました。西小学校からバスで七滝観光センターに

移動し、１０㌔コースはループ橋、川横つり橋、大鍋、小

鍋、１５㌔コースはさらに佐ヶ野渓谷遊歩道、筏場渓流遊

歩道を経てゴールの湯ヶ野温泉まで歩きました。佐ヶ

野渓谷でジオサイトの説明も行いました。

秋、踊子ゆかりの道を歩く
踊子の道ジオサイトウォーク

看護協会スタッフから三角巾の結び方を学ぶ

地域防災訓練が１２月４日に行われ、大規模地震が突

然発生したことを想定した訓練に町民２，５０５人が参加

しました。各自主防災組織を中心に消火器訓練や放水

訓練などを実施、田中自主防災組織では県看護協会に

よる三角巾を使った応急救護訓練が行われ、参加者は

三角巾の基本的なたたみ方と結び方、足首や頭を負傷

した場合の固定方法などを学びました。

三角巾使って応急救護訓練
地域防災訓練

県交通安全協会から表彰状
老人クラブ連合会手芸クラブ

町老人クラブ連合会の手芸クラブ（稲葉和子代表・

部員１５人）が、地域における交通安全の推進に尽力し

たとして県交通安全協会から表彰されました。クラブ

は、６年前から春の交通安全運動に合わせてキーホルダー

などの小物を毎回約２００個手作りし、「交通安全でお出

かけください」というメッセージとともにひとつひと

つ袋詰めにして下田警察署に届けています。

９

前列左から手芸クラブ稲葉代表、田島榮子さん、石井八千代さん
（11月22日、町長室で受賞報告）
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目指せ！
未来の看護師

鈴木 葵さん
すずき あい

浜

１８歳 Ｂ型 みずがめ座

下田看護専門学校１年２６８

フ シュレッ

差
が
あ
る
た
め
、「
ゆ
く
年
く
る
年
」

が
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
は
夜

時
前
か

１０

ら
始
ま
り
ま
す
。
テ
レ
ビ
を
通
じ

て
除
夜
の
鐘
を
聞
き
、
テ
レ
ビ
の

画
面
で
日
本
の
元
旦
の
様
子
を
見

て
い
る
と
、
ほ
ど
な
く
ジ
ャ
カ
ル

タ
で
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
始
ま
る

の
で
す
。
な
ん
と
も
不
思
議
な
感

覚
で
す
。
あ
あ
、
こ
れ
が
時
差
な

ん
だ
な
あ
…
と
あ
ら
た
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

今
年
も
引
き
続
き
、
ジ
ャ
カ
ル

タ
に
住
ん
で
い
る
主
婦
の
目
線
で

見
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
お
伝

え
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

そ
れ
で
は
皆
さ
ん
、
ク
ト
ゥ
ム

ラ
ギ
（
ま
た
会
い
ま
し
ょ
う
）。

河
津
の
皆
さ
ん
、
ス
ラ
マ
ッ
タ

フ
ン
バ
ル
（
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
）。

新
し
い
年
、
２
０
１
２
年
が
皆

さ
ん
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
一
年

と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
便
り
を
書
か
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

早
い
も
の
で
丸
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

再
び
こ
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
新
年
を

迎
え
、
時
の
流
れ
を
感
じ
て
い
ま

す
。ジ

ャ
カ
ル
タ
の
元
旦
は
静
か
な

ふ
つ
う
の
休
日
で
す
。
し
か
し
、

前
日
の

月

日
の
夜
は
カ
ウ
ン

１２

３１

ト
ダ
ウ
ン
の
た
め
、
人
々
が
街
に

あ
ふ
れ
、
ブ
ブ
デ
ラ
の
音
が
響
き

渡
り
ま
す
。
そ
し
て
、
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
に
続
き
１
月
１
日
の
零
時

に
は
一
斉
に
花
火
が
あ
ち
ら
こ
ち

ら
で
上
が
り
ま
す
。

階
の
我
が

１９

家
の
窓
か
ら
は
遠
く
近
く
の
花
火

が
見
物
で
き
ま
す
。
中
に
は
ビ
ル

の
窓
に
反
射
し
て
写
っ
て
い
る
花

火
も
あ
り
ま
し
た
。

ア
パ
ー
ト
が
契
約
し
て
い
る
衛

星
放
送
の
お
か
げ
で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
映

る
の
で
、「
紅
白
歌
合
戦
」
も
「
ゆ

く
年
く
る
年
」
も
見
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
日
本
と
は
２
時
間
の
時

ジャカルタの年越し

MonthlyReport

ジャカルタからアパカバール！vol.13
● 末満ひろみ

すえみつ ひろみ
青年海外協力隊調整員の夫に随
行して２０１０年１０月からインドネ
シアへ。一男三女の母。浜

り
の
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
を
学
校

に
持
っ
て
い
く
こ
と
も
あ
る
と

か
。「
み
ん
な
が
食
べ
て
く
れ
る

の
で
う
れ
し
い
で
す
。
栄
養
の

知
識
は
将
来
看
護
師
の
仕
事
に

も
役
立
ち
ま
す
」。

も
う
ひ
と
つ
の
趣
味
は
、
な

ん
と
「
ネ
ッ
ト
声
優
」。
小
さ
い

こ
ろ
か
ら
声
優
に
あ
こ
が
れ
て

い
た
そ
う
で
、今
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
音
声
の
や
り

と
り
や
公
開
を
メ
イ
ン
に
し
た

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
声
優
仲
間
に
看
護
師
や
薬
剤

師
の
人
が
多
く
、
授
業
の
相
談

を
よ
く
し
ま
す
」。
目
標
は
２
年

後
の
国
家
試
験
合
格
、
夢
に
向

か
っ
て
ま
い
進
中
で
す
。

昨
年
春
に
高
校
を
卒
業
し
、
下

田
看
護
専
門
学
校
に
通
っ
て
い
る

鈴
木
葵
さ
ん
。
看
護
師
を
目
指
し

た
理
由
は
、「
資
格
を
持
っ
て
い

れ
ば
将
来
安
定
す
る
し
、
い
ざ
と

い
う
と
き
家
族
の
面
倒
を
み
る
こ

と
が
で
き
る
か
ら
」
と
話
す
し
っ

か
り
者
で
す
。

月

日
、
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル

１１

１８

に
看
護
師
に
な
る
こ
と
を
誓
う

「
戴
帽
式
」
を
無
事
に
終
え
、ナ
ー

た
い

ぼ
う

し
き

ス
キ
ャ
ッ
プ
を
受
け
取
っ
た
ば
か

り
の
葵
さ
ん
。
最
近
は
採
血
や
滅

菌
操
作
、
吸
引
・
吸
入
の
実
習
な

ど
専
門
的
な
授
業
が
増
え
、
人
の

命
と
向
き
合
う
看
護
師
の
仕
事
に

あ
ら
た
め
て
責
任
を
感
じ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

料
理
好
き
な
葵
さ
ん
は
、
手
作

２０１１年１月１日、アパート１９階の我が家から見た初日の出

【
取
材
】勝
俣
有
希
子
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

実
習
服
姿
の
葵
さ
ん
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図書館カレンダー １月

土金木水火月日

7654321

141312111098

21201918171615

28272625242322

313029

■は休館日です。本の返却は返却ボックスへ。

図書館だより
http://www.bunkanoie.town.kawazu.shizuoka.jp

No.105

新着図書案内 ほかにも新着図書があります。
貸出中の場合は予約できます。

出版社著者名書 名（一般書）

角川書店西村 京太郎東京ミステリー

青春出版社室井 滋
女の悩みは
いつもマトリョーシカ

日本経済新
聞出版社

梶村 啓二野いばら

日本文芸社金谷 俊一郎
面白いほどよくわかる
平家物語

主婦の友社福田 淳子
あったかスイーツ
とっておきの６０レシピ

出版社著者名書 名（児童書）

教育画劇丸山 誠司／作・絵ふじさんです

ひさかた
チャイルド

間瀬 なおかた／作・絵
まぼろしの
ゆきのはらえき

講談社はやみね かおる
都会のトム＆ソーヤ９
前夜祭

学研教育出版
タニヤ・シュテーブナー／著
中村 智子／訳

動物と話せる少女
リリアーネ６

あかね書房辻原 康夫／監修世界の国旗・クイズ図鑑

【開館時間】
９：００～１８：００土・日は１７時まで
【休館日】月曜・祝休日・月末日
【問い合わせ】
町立文化の家図書館緯３４－１１１５

今月のおはなし会

「さくらの会」読み聞かせ会
毎週日曜日 １４時３０分～

１月８・１５・２２・２９日

乳幼児向けの読み聞かせ
「はらぺこあおむしの会」

１０時１０分～１０時３０分０・１・２歳児向け

１０時４０分～１１時２・３歳児向け

(毎週木曜日)

１月５・１２・１９・２６日

１４時３０分～１５時幼児向け

(第２木曜日)

１月１２日

小学生向けの読み聞かせ
「時間のはこぶね」

１５時５０分～１６時２０分木曜日

１月１２・１９・２６日

※おはなし会は読み聞かせ室で行います。
変更がある場合は、図書館に掲示します。

語りかけから、始めよう。

今月のブックスタート

と き：１月２６日(木）１３時～
ところ：保健福祉センターふれあいホール
対象者：平成２３年９月生まれの赤ちゃん

著/大野更紗■困ってるひと

著/伊集院静■大人の流儀

著/汐見稔幸■子どもにかかわる仕事

著/池上彰■世界を変えた１０冊の本

著/小谷野敦■友達がいないということ

著/髙橋誠之介■神様の女房

著/小野田博一■１３歳からの論理トレーニング

著/佐々木常夫■働く君に贈る２５の言葉

著/川上康介■五感で学べ

著/椎名誠■風を見にいく

著/西芳照■サムライブルーの料理人

著/長谷部誠■心を整える。

２０１２「若い人に贈る読書のすすめ」

「志賀直哉文学の魅力を語る」読書の会
成人向けイベント「大人のため

の読書の会」は１２月４日、生涯学

習室で行われました。講師に鈴木

基先生（稲取小学校校長）を迎

え、志賀直哉の「城の
き

崎にて」を
さき

題材に志賀直哉文学の魅力を堪能

しました。読書の会の様子

みずみずしい感性、好奇心、柔軟な思考を持ち合わせている若いと

きに読書をすることは、 後の生き方に大きな実りをもたらします。

図書館では、新成人のみなさんに贈る本を多数そろえています。

フレッシュな新成人のみなさんに！

五感で学べ
畑仕事を通して
育まれる若者た
ちの成長を一年
をかけて追った
感動のノンフィ
クション。

心を整える。
日本代表キャプ
テンとしてチー
ムを勝利へ導い
た男の実践的メ
ン タルコント
ロール術。
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●今月のテーマ

快眠・安眠の
すすめ

睡
眠
は
、
心
身
の
休
養
だ
け

で
な
く
心
身
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

作
業
を
行
う
大
切
な
時
間
で
す
。

睡
眠
時
間
は
人
そ
れ
ぞ
れ

理
想
の
睡
眠
時
間
は
８

時
間
と
思
わ
れ
が
ち
で
す

が
、
適
正
な
睡
眠
時
間
は

個
人
差
が
あ
り
ま
す
。
特

に
年
齢
の
影
響
は
大
き
く
、

歳
代
で
は
８
～

時
間
、

１０

１０

成
人
か
ら

歳
位
ま
で
は

５０

６
時
間
半
～
７
時
間
半
、６０

歳
代
以
上
で
平
均
６
時
間

弱
と
年
を
重
ね
る
ほ
ど
必

要
な
睡
眠
時
間
は
短
く
な

り
ま
す
。熟
睡
感
が
あ
り
、

日
中
眠
気
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と

が
な
け
れ
ば
十
分
で
す
。

毎
朝
同
じ
時
間
に
起
床

心
地
よ
く
眠
り
に
就
く
た
め

保
健
福
祉
課

正
木

臣

保
健
師

に
は
、
朝
き
ち
ん
と
起
き
る
習

慣
を
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

人
体
の
体
内
時
計
の
周
期
は
約

時
間
で
す
が
、
日
光
を
浴
び

２５

分
～

分
と
る
と
夜
の
睡
眠

２０

３０

に
悪
影
響
を
与
え
ず
日
中
の
眠

気
を
解
消
し
ま
す
。

分
以
上

３０

の
昼
寝
は
か
え
っ
て
ぼ
ん
や
り

の
も
と
で
す
。

寝
る
前
は
リ
ラ
ッ
ク
ス

眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が

頭
を
さ
え
さ
せ
寝
付
き
を
悪
く

し
ま
す
。
就
寝
１
～
２
時
間
前

は
音
楽
や
読
書
、
ぬ
る
め
の
入

浴
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
や
軽
い

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
よ
う
心
が
け
、眠
く
な
っ

て
か
ら
床
に
つ
き
ま
し
ょ
う
。

寝
つ
き
が
悪
い
、
夜
中
何
度

も
起
き
る
、
た
っ
ぷ
り
寝
て
も

日
中
の
眠
気
が
強
い
と
い
っ
た

症
状
が
長
く
続
く
人
は
医
療
機

関
な
ど
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す
。

る
こ
と
で

時
間
に
調
整
さ
れ

２４

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

昼
寝
で
ス
ッ
キ
リ

昼
寝
は
、
午
後
３
時
ま
で
に

保健のお知らせ

保健福祉課 緯３４－１９３７

自分に合った寝具も心地良く眠りにつくポイント

■育児相談

子育てには悩みがつきもの…、一人

で悩まないで相談してください。

日 時 ２月７日(火)

９時３０分～１１時３０分

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

対象者 子育て中の保護者

内 容 身体測定、離乳食、育児相談

歯科衛生士による歯科相談、

フッ素塗布（希望者）

持ち物 母子健康手帳

■健康相談および母子健康手帳交付

日 時 １月２３日(月)

１３時３０分～１５時３０分

２月６日(月)

１３時３０分～１５時３０分

場 所 保健福祉センター

歯周病検診 実施医療機関

検診内容など休診日電話番号地 区歯科診療所名

【負担金】

１,０００円

（７０歳は無料）

【内容】

問診・歯と歯ぐき

の診察、検査

土・日・祝日３４－０７１１浜庄内歯科クリニック

木・日・祝日３４－１２３４浜ヒロ歯科クリニック

水・日・祝日３４－００３４浜石原歯科医院

土・日・祝日３２－０６５５田中中村屋歯科医院

木・日・祝日３７－１１１１下佐ヶ野いなば歯科医院

※受診希望の診療所に直接申し込んでください。町外の歯科診療所は該当しません。

■のびのび発達検査（要予約）

日 時 ２月３日(金)

場 所 保健福祉センター

対象者 子どもの言葉の発達やしつけ

などで心配なことがある人

内 容 児童相談所心理司による精神

発達精密検査と個別相談

歯周病検診もう
受けましたか？
歯周病は自覚症状がなく進行

します。受診していない人はこ

の機会に受診しましょう。

■対象者 今年度に４０歳、５０歳、

６０歳、７０歳になる人（対象者に

８月に問診票を郵送しています）

■実施期間 ２月末まで

【問い合わせ】

保健福祉課 緯３４－１９３７

先
生
に
注
射
を
打
っ
て
も
ら
う
ん
だ
。

痛
く
な
い
と
い
い
な
。

（
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
）

年
間
で
す
。

渡
邊
さ
ん
は
わ
さ
び
の
生
産
農

家
で
、
現
在
Ｊ
Ａ
伊
豆
太
陽
の
理

事
を
務
め
て
い
ま
す
。
教
育
委
員

は
今
回
２
期
目
で
、
平
成

年
に

２０

初
め
て
教
育
委
員
に
選
任
さ
れ
平

成

年
４
月
か
ら
教
育
委
員
長
を

２３
務
め
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は
、
教
育
長
と
非

常
勤
の
委
員
計
５
人
で
構
成
さ
れ
、

毎
月
行
う
定
例
会
で
教
育
行
政
に

関
す
る
議
事
に
つ
い
て
審
議
し
て

い
ま
す
。
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町̥らの̤౶ら̵

町
は
防
災
ラ
ジ
オ
を
４
０
０
台

再
入
荷
し

月
か
ら
販
売
し
て
い

１２

ま
す
。
防
災
ラ
ジ
オ
は
同
報
無
線

の
放
送
を
聞
く
こ
と
が
で
き
災
害

時
の
情
報
収
集
に
役
立
ち
ま
す
。

通
常
時
は
ラ
ジ
オ
と
し
て
使
用
で

き
ま
す
。

な
お
、
町
内
で
も
受
信
で
き
な

い
場
所
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
貸

出
用
の
防
災
ラ
ジ
オ
で
確
認
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
電
波
の

弱
い
場
所
用
に
、
別
売
り
で
専
用

の
外
部
ア
ン
テ
ナ
も
販
売
し
て
い

ま
す
。月

日
現
在
、
防
災
ラ
ジ
オ

１２

１４

の
在
庫
は
約
１
５
０
台
で
す
。

・
防
災
ラ
ジ
オ

２
０
０
０
円

・
外
部
ア
ン
テ
ナ

５
０
０
円

・
販
売
場
所

役
場

総
務
課

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課

防
災

係

（
３
４
）
１
９
１
３

※
農
協
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
を
見
て
い
る
人
は
、

テ
レ
ビ
に
繋
ぐ
ア
ン
テ
ナ
線
を
分

配
し
、
ラ
ジ
オ
に
接
続
し
て
同
報

無
線
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

F
M

チ
ャ
ン
ネ
ル
に
合
わ
せ
て

８７

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】
ま
ち
づ
く
り
推

進
課

（
３
４
）
１
９
２
４

区
間

・
１
９
５
㎞
を
１
本

１１

４２

の
タ
ス
キ
で
つ
な
ぐ
「
第

回
静

１２

岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
」

が

月
３
日
、
静
岡
市
で
開
催
さ

１２
れ
ま
し
た
。
河
津
町
は
、
目
標
と

し
て
い
た
２
時
間

分
を
切
る
歴

３０

代
最
高
タ
イ
ム
で
町
の
部
８
位
と

な
り
、
敢
闘
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
草
薙
総
合
運
動
場
で
行

わ
れ
た
小
学
生
１
５
０
０
ｍ
で
は
、

谷
和
可
子
さ
ん
（
南
小
５
年
・
浜
）

わ

か

こ

が
町
の
部
女
子
で
１
位
と
な
り
ま

し
た
。

【
河
津
町
】
順
位
８
位
（
町
の
部

チ
ー
ム
中
）
タ
イ
ム
２
時
間

１２

２８

分

秒
５９

２
時
間

分
の
壁
を
破
る

３０

町
の
部
８
位
・
敢
闘
賞

市
町
対
抗
駅
伝
競
争
大
会

new
s

news
and
info

new
s

災
害
時
の
緊
急
情
報
の
収
集
に

防
災
ラ
ジ
オ
の
販
売
を
再
開

new
s

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

教
育
委
員
に
渡
邊
氏
を
再
任

任
期
満
了
に
伴
う
町
教
育
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
、

月
町
議
会

１２

定
例
会
で
渡
邊
昌
昭
さ
ん
＝
大
鍋

ま
さ

あ
き

＝
の
再
任
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成

年
１
月

日
か

２４

１１

ら
平
成

年
１
月

日
ま
で
の
４

２８

１０

渡邊昌昭さん＝大鍋＝

防災ラジオ

写真上・１区の平
川夕可里さんから
２区の鈴木智弘さ
んへタスキをつな
ぐ
写真下・敢闘賞の
喜びに沸く河津町
の選手たち



日本年金機構出張相談

日時・場所

１月２０日(金) 東伊豆町役場

２月１０日(金) 下田市役所（要予約）

９時３０分～１１時３０分 １３時～１４時

問 町民生活課 緯３４－１９３２

暮らしの情報

（１２月１日現在）

(＋３)前月比人８,０６５人 口

人３,８８４（男）

人４,１８１（女）

（＋８）前月比世帯３,３４２世帯数

（１１月１日～３０日届出）

15 14

戸籍だより

人口と世帯

お知らせ

相 談

身近なこと生活相談へ

日 時 １月１８日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター

ボランティア団体室

問 社会福祉協議会 緯３４－１２８６

人権・行政・生活相談

日 時 ２月１日(水)１０時～１５時

場 所 保健福祉センター

ふれあいホール

問 町民生活課 緯３４－１９３２

ひとの動き

確実な施錠で防犯対策

下田警察署管内は、無施錠による空

き巣・忍び込みの被害発生率が高い地

域です。これらの被害は防犯意識を高

く持ち確実に施錠することで防ぐこと

ができます。鍵をかけることはすぐに

始められる一番重要な防犯対策のひと

つです。出かけるときはもちろん、在

宅中も鍵をかけると安心です。

こんなとき鍵をかけていますか？

「散歩やウォーキングなどに出かける

とき」「入浴中」「ゴミ出しのとき」

わずかな時間でも鍵をかけ自分の財産

は自分で守りましょう。

問 下田警察署管内防犯協会

緯２７－２７６６

無料合同相談会を開催

法律、不動産、税金、登記、労働な

どに関する悩みごとや困っていること

について、弁護士、司法書士、公認会

計士、税理士、不動産鑑定士、社会保

険労務士、土地家屋調査士、弁理士が

皆さんのさまざまな相談に無料で応じ

ます。

日 時 ２月４日(土)１０時～１５時

場 所 ブケ東海１階 ウィンザー（沼

津市寿町）

問 県社会保険労務士会

緯０５４－２４９－１１００

相続登記の無料相談会

司法書士が無料で相談に応じます。

相続登記以外の相談にも応じますので

気軽にご利用ください。

日 時 ２月１８日(土)１０時～１５時

場 所 下田市本郷公民館

問 佐々木司法書士事務所

緯２２－２３７０

神経難病の患者を訪問

専門医・理学療法士・保健師が自宅

などを訪問し、医療やリハビリの相談

に応じます。訪問は無料です。

日 時 ２月２日(木)１１時３０分～１５時

対 象 手足が震える、動きが遅くな

る、倒れやすい、飲み込みにくいなど

の神経症状がある人で、まだ神経難病

の専門医を受診していない人

申 込 １月１９日(木)までに電話予約し

てください。

問 賀茂健康福祉センター

地域医療課 緯２４－２０５２

訪問介護員の現任研修

ホームヘルパー（訪問介護員）の仕

事で重要な役割を担うサービス提供責

任者を対象に、介護の適正な提供およ

び質の向上を図る研修を開催します。

県主催の研修で、受講は無料です。

日 時 １月２８日(土)、１月２９日(日)、２月

１２日(日)の３日間 ９時～１６時

場 所 みくらの里 地域交流ホール

（下田市）

対 象 指定訪問介護事業所における

サービス提供責任者

内 容 訪問介護適正実施研修 技術

向上研修「ケアマネージャーとの連携」

申 込 １月１０日(火)まで 定員３０人に

達しない場合は延長

問 社会福祉法人梓友会法人本部（鈴

木） 緯２７－３０００

平成２４年度第１学期（４月入学）の学

生を募集します。

放送大学はテレビなどの放送を利用

して授業を行う通信制の大学です。心

理学・福祉・経済・歴史・文学･自然科

学など、幅広い分野を学べます。無料

で資料を郵送します。

出願期間 ２月２９日(水)まで

問 放送大学静岡学習センター

緯０５５－９８９－１２５３

放送大学４月生を募集

日 時 １月１４日(土)１２時～１６時

場 所 アンジェ・ヴィラージュブケ

東海（沼津市寿町）

対 象 福祉職場に就職を希望する人

（一般および学生）

内 容 就活ミニセミナー 出展法人

担当者によるPRコーナー 合同就職面

接会など

参加費 無料

申 込 電話・ファクシミリで受け付

けます。車での来場はご遠慮ください。

問 県社会福祉人材センター

緯０５４－２７１－２１１０ FAX０５４－２７２－８８３１

福祉の仕事就職フェア

通信制課程新入生募集

県立静岡中央高等学校通信制課程の

平成２４年度新入生を募集します。

募集期間 ３月１６日(金)、１９日(月)、２２

日(木)、２７日(火)、３０日(金)

募集人数 １,０００人

応募資格 中学卒業またはこれに準ず

る人 高校中退者および本校への転学

希望者

入学者選抜 書類審査

願書請求 募集要項と入学願書は、直

接学校へ出向くか返信用封筒（角１封筒

に住所・氏名を明記し３９０円切手を貼

付）を同封して郵便請求してください。

問 静岡中央高等学校通信制課程東部

キャンパス（三島長陵高校内）願書受

付係 緯０５５－９２８－５７５７

募 集

町内一部地区で実施しているがけ地

調査を、１月から町内全域で行います。

調査対象のがけ地などに県から委託を

受けた測量会社が立ち入りますので、

ご理解とご協力をお願いします。調査

は現地調査のみ行います。

この調査は、土砂災害防止法に基づ

き土砂災害の恐れがある区域を明らか

にし、区域指定後、住宅などの新規立

地の抑制や警戒避難体制の整備などの

対策を講じ土砂災害による被害をなく

すためのものです。

問 下田土木事務所 緯２４－２１１２

建設課 緯３４－１９５２

町内全域でがけ地調査

「河津町フェア」を開催

富士山こどもの国で「河津町フェア」

を開催します。フェア期間中は、町民

とわかるものを提示すると入園無料に

なります。河津桜まつりなどの河津町

紹介コーナーもあります。

期 間 １月１日(日)～２月１２日(日)

問 富士山こどもの国（富士市桑崎）

緯０５４５－２２－５５５５

◆今月の納税◆
町県民税４期 国民健康保険税９期

後期高齢者医療保険料６期 １月３１日（火）が納期です。

問 町民生活課 緯３４ー１９２８

検査前日の１６時までに電話予約して

ください。検査は無料・匿名。

日 時 １月２６日(木)

問診・採血 ９時～１２時（要予約）

結果通知

エイズ検査 １４時～１７時

肝炎検査 約１週間後

場 所 賀茂保健所１階 相談室

問 賀茂保健所 地域医療課

緯２４－２０５２

エイズ検査と肝炎検査

犬・ねこ引き取ります

飼い主のいない犬・ねこの引き取り

日 時 １月１８日(水)

１３時～１３時１５分

場 所 役場前駐車場

問 町民生活課 緯３４－１９３２

今月のふれあい町長室

相馬町長と直接対話

できます

日 時 １月３０日(月)

１人２０分程度

場 所 役場町長室

申 込 １月２３日～２７日に電話で申し込

んでください。（団体不可）

問 まちづくり推進課 緯３４－１９２４

伊豆急割引サービス拡大

①「シニアパスポート」対象年齢を６５

歳以上に拡大

会員になると、伊豆急行線内運賃半

額の「寿きっぷ」を購入できます。パ

スポートの申し込みは伊東駅を除く伊

豆急行線各駅で受け付けます。写真（３

㌢×２.４㌢）と住民登録証明（免許証、

住民票など）が必要です。

※引き渡しまで３日かかります。

※発行手数料１００円をいただきます。

②「自由席特急回数券」割引拡大

１０枚つづり１,０００円。１回あたり１００円と

大変お得になりました。（別に乗車券が

必要です）

問 伊豆急行株式会社

緯０５５７－５３－１１１６

古い電話帳回収します

NTT西日本では、１月中に順次新しい

電話帳をお届けします。その際、環境

保護と資源の有効活用のため古い電話

帳を回収しますので配達員へお渡しく

ださい。不在の場合は、下記まで連絡

いただければ後日改めて回収に伺いま

す。

問 タウンページセンタ（月～金 ９時

～１７時） 緯０１２０－５０６－３０９



町
内
有
志
で
結
成
す
る
太
鼓
演
奏
集

団
「
鼓
響
」
で
、
演
奏
者
・
指
導
者
と

こ

き
ょ
う

し
て
活
動
す
る
増
田
隼
人
さ
ん
。
日
本

太
鼓
連
盟
技
術
認
定
員
１
級
の
資
格
を

持
ち
、
演
奏
だ
け
で
な
く
作
曲
も
手
が

け
ま
す
。
昨
年
の
河
津
桜
ま
つ
り
で
初

披
露
し
た
「
河
津
桜
」
は
、
隼
人
さ
ん

が
学
業
の
か
た
わ
ら
作
曲
し
ま
し
た
。

河
津
桜
が
咲
き
誇
る
様
子
を
見
事
に
表

現
し
た
、
隼
人
さ
ん
の
熱
い
思
い
が
伝

わ
る
曲
で
す
。

太
鼓
を
始
め
た
の
は
小
学
２
年
の
と

き
、
地
区
の
祭
り
で
大
人
た
ち
の
演
奏

に
惹
か
れ
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
以
来

父
や
妹
た
ち
と
太
鼓
を
続
け
、
今
で
は

そ
の
雄
々
し
い
演
奏
に
誰
も
が
魅
了
さ

れ
ま
す
。

「
鼓
響
」
の
名
付
け
親
も
隼
人
さ
ん

太鼓の楽譜とバチ

で
、
大
学
時
代
に
大
好
き
な
河
津
＝
故

郷
を
思
い
考
え
つ
い
た
名
前
だ
そ
う
で

す
。「
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
太
鼓

好
き
な
者
同
士
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。
指
導
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
に
太

鼓
の
素
晴
ら
し
さ
や
人
と
の
つ
な
が
り

の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
。
河
津
に
生
ま

れ
た
こ
と
を
誇
り
に
感
じ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
隼
人
さ
ん
。

現
在
は
２
曲
目
「
絆
」
を
練
習
中
。

鼓
響
の
メ
ン
バ
ー
が
深
い
絆
で
結
ば
れ

る
よ
う
に
と
願
い
を
込
め
、
太
鼓
の
掛

け
合
い
や
音
の
重
な
り
を
大
切
に
し
た

曲
に
な
っ
て
い
る
と
か
。
聴
く
人
の
心

に
響
く
究
極
の
演
奏
を
目
指
す
、
隼
人

さ
ん
の
太
鼓
へ
の
探
究
心
に
終
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。

太
鼓
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い
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峰
温
泉
大
噴
湯
ま
つ
り
を
皮
切

り
に
、
七
滝
猪
ま
つ
り
、
見
高
入

谷
高
原
温
泉
紅
葉
ま
つ
り
、
伊
豆

の
踊
子
文
学
祭
、
ジ
オ
サ
イ
ト

ウ
ォ
ー
ク
と
続
い
た
秋
の
イ
ベ
ン

ト
。
見
高
入
谷
で
初
め
て
み
か
ん

餅
を
試
食
し
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

久
し
ぶ
り
に
佐
ヶ
野
遊
歩
道
を
歩

き
ま
し
た
。
お
い
し
い
食
べ
物
と

気
持
ち
良
い
お
も
て
な
し
で
ど
の

イ
ベ
ン
ト
も
大
盛
況
で
し
た
。
年

が
明
け
る
と
今
度
は
桜
ま
つ
り
の

準
備
が
始
ま
り
ま
す
。
第

回
河

２２

津
桜
ま
つ
り
は
２
月
５
日

３
月

日
開
催
、
活
気
あ
ふ
れ
る
１
カ

１０月
が
ま
た
や
っ
て
き
ま
す
。（
と
）

姉妹都市長野県白馬村通信

雪の事故想定し実践訓練

太鼓の演奏者・指導者

増田 隼人さん
ますだ はやと
田中 ２５歳 教諭
小学２年から太鼓を始め、大学４年のとき
日本太鼓連盟技術認定員１級の資格を取
得。町内の太鼓演奏集団「鼓響」のメ
ンバー。現在、伊東市立大池小学校で３
年生の担任をしている。

【
取
材
】
渡
邊

恵
美
子
さ
ん（
民
間
広
報
協
力
員
）

して北アルプス広域消防・索道事業者・消防団合同で訓練を行いました。

訓練では、ゾンデ棒を用いた隊列捜索やビーコンを用いた埋没者捜索、

リフト降下救助などを実施しました。

今シーズンが事故のない安全なシーズンとなることを期待します。

訓練の様子

白馬村・小谷村は多

雪地域でスキー場や急傾

斜地を多く抱えること

から、雪崩などの災害

が起きる可能性が他の

地域に比べ大変高くなっ

ています。こういった

事故へ的確に対応する

ためには専門的な知識

と技術が要求されるこ

とから、実践的訓練と
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